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会        長 殿                 家 族 会 事 ４１   号 

理事・監事・運営委員 殿                 Ｒ５．   １０．  ２ 

各県自衛隊家族会会長 殿                 公益社団法人自衛隊家族会 

事 務 局 長  阿部 知己 

令和 ５年１０月「月 報」 

１ はじめに 

防衛省は８月３１日に令和６年度概算要求を行いました。 

要求額は７兆７，３８５億円。令和４年１２月に閣議決定された「国家防衛戦略」「防衛 

力整備計画」に基づき、計画期間内の防衛力抜本的強化実現のため、令和６年度に着手す 

べき事業を積み上げたものです。 

 防衛力を支える要素としての人的基盤の強化については、１，３２５億円（前年比４６ 

０億円増）が要求されています。 

人的基盤の強化の中での主な要求としては、「厳しい募集環境の中においても、優秀な人 

材を安定的に確保するため、募集業務の 充実・強化を図る。」として、「募集業務の充実・ 

強化」に２１億円が要求されている他、再就職支援の充実・強化、ハラスメント防止対策が 

要求され、また、海自艦艇乗組員の確保策、女性活躍、働き方改革及び生活勤務環境改善の 

推進等が要求されています。詳しいことは「おやばと」をご覧ください。 

２ 防衛省・自衛隊の活動 

（１） ９月１４日午前、浜田靖一前防衛大臣が「全国２５万人の自衛隊員はこの国の宝。」と 

の言葉を残して離任され、その午後、木原稔（きはら みのる）防衛大臣が着任されまし 

た。防衛副大臣には宮澤博行（みやざわ ひろゆき）衆議院議員、防衛大臣政務官には 

三宅伸吾（みやけ しんご）参議院議員、松本尚（まつもと ひさし）衆議院議員が就 

任され、新たな体制がスタートしました。 

（２） ８月末に出国した東ティモール国防軍に対する能力構築支援要員１５名の陸自隊員は、 

ハリィ・ハムトゥック２３（現地語で「共に築く」）に参加し、豪、米、ニュージーラン 

ドと連携して、東ティモールの道路補修や東ティモール軍が保有する車両の整備といった 

分野で指導助言を行っています。 

（３）海上自衛隊は、４月下旬に開始した「令和５年度インド太平洋方面派遣」を９月 17 日 

   に終了しました。長期にわたる訓練に参加したのは、護衛艦「いずも」「さみだれ」 

  「しらぬい」「しもきた」「くまの」、搭載航空機✕４，ＬＣＡＣ（エアクッション型揚陸 

艇）✕２、潜水艦✕１です。  いずも 

 帰国間もない「いずも」の 

乗員お二方を取材した内容を 

来春発行の DW２４に掲載し                     ↑ LCAC 

ますのでご期待ください。 
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（４） 航空自衛隊は、８月２５日から３０日までの間、F-35A を含む戦闘機等の米国（グ 

ァム アンダーセン基地）及び豪州（ティンダル空軍基地） 

への機動展開訓練を実施しました。 

本訓練は、Ｆ－３５Ａの初の国外展開であり、Ｈ校距離 

航法能力及び空中給油能力の向上を図るとともに、米空軍 

及び豪空軍との相互運用性向上及び相互理解の促進を図る 

目的で実施しました。 

 

← アンダーセン基地で、米空軍隊員が見つめる中での 

  F-35A への燃料補給 

 

また、本訓練は日豪円滑化協定発効後、空自として初適 

               用の訓練であり、Ｆ－３５Ａがティンダル空軍基地で、 

               グレッグ・モリアティ豪国防次官及び鈴木在豪日本国大使 

に出迎えられる等、 

日豪の防衛協力・交流 

がさらに進展している 

ことを示すものとなり 

ました。 

               ティンダルの夕日を浴びて翼を休める F-35A  

 

３ 家族会の活動                      

（１） 令和５年度 地域協議会を開催 

ア 中国地域協議会：９月７～８日、呉市において中国地域協議会を開催しました。 

福谷 中国地域協議会会長はじめ、中国地域の各県 

家族会長、副会長、事務局長等の役員、関係者が参 

加するとともに、本部から鍜治地域担当委員が出席  

しました。会議には自衛隊広島地方協力本部長垣内 

１海佐他募集課長等の地本隊員、第１３旅団からは 

第一部長小林２陸佐他、岡山地本からは広報渉外班 

長野口事務官他が参加し、本部委託テーマ「家族支

援協力態勢の整備」について活発な意見交換が行われ、また、厳しい募集環境を打開す

べく、５年度自衛隊家族会団体表彰最優秀賞受賞県である鳥取県 

  が「募集協力活動の具体策」について発表しました。 

会議、記念式典終了後、呉地方総監二川海将の「安保三文書と海 

上自衛隊の現在」と題する講演を拝聴して見識を深め、続く懇親  二川海将 



3 

 

会には、第１３旅団長 徳永陸将補にもご挨拶いただいて、和気あいあい

の中で懇親を深めました。  

翌８日は、「大和ミュージアム・鉄のくじら館」班、「海自第一術科学校」   

班の２班に分かれて研修し、多大な成果を上げて終了しました。 

徳永陸将補   広島地本のご支援有難うございました。 

  

イ 九州・沖縄地域協議会：９月１２～１３日、熊本市において九州・沖縄地域協議会 

を開催しました。１２日は総会と西部方面総監部と 

の連絡会同、夕食会。１３日に部隊研修として新隊 

員教育を研修しました。総会には九州・沖縄地域の 

各家族会長、事務局長等が参加するとともに、本部 

から深津地域担当委員、自衛隊側から西部方面総監 

部募集課長が参加して事業報告や役員人事等の審 

総  会  議や家族会の現況と問題点について意見交換を行

い、西部方面総監部との連絡会同では、各地方協力本部長、西部方面総監部人事部長、人事

課長、募集課長、援護業務課長、厚生班長、計画班長等が出席して、募集の現況や援護、家

族支援、特に安否確認システムについて活発な質疑応答が 

なされました。 

夕食会には総監部行政副長にも参加していただき、 

お目にかかる機会の少ない方々とのひと時を有意義に 

過ごしました。 

連絡会同 

 

 ウ 北関東地域協議会：９月２４～２５日、群馬県渋川市で開催しました。 

エ 南関東地域協議会：９月２８～２９日、茨城県土浦市で開催しました。  

（２） 隊員の激励 

ア 第５３次派遣海賊対処航空部隊（９月６日） 

  野呂青森県家族会長、室谷八戸市家族会長が   

海自八戸航空基地を訪問し、第５３次派遣海賊   

対処行動航空隊（司令：齋藤２海佐（第２航空 

群所属））を激励しました。齋藤司令は「派遣 

期間が長くなるので、隊員との定期的な面談に  

より現在のモチベーションを維持して任務を完      

遂し、全員無事に帰国したい。」と抱負を述べ 

ておられました。           第２航空群司令  

                       石川海将補  齋藤２海佐 
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イ 第４６次派遣海賊対処行動水上部隊（９月２７日） 

  櫨本長崎県自衛隊家族会副会長、横尾前事務局長、吉田事務局長が、海上自衛隊佐世

保基地で行われた出港行事に参加し、出航前の艦長、先任伍長を激励しました。 

護衛艦「あけぼの」艦長 外川２海佐率いる第４６次派遣海賊対処行動水上部隊は、 

派遣隊員１９８名、海上保安官８名からなり、１０時３０分からの出国行事ののち、

ご家族・友人・関係者等の沢山の方々に見送られて１１時に佐世保港を出港しました。 

中東ソマリア沖アデン湾への海賊対処と民間船の安全確保などに役立てる情報収集活

動のための任務は約半年の長期にわたり、任務無事遂行へのご祈念をお伝えしました。 

 

 

 

 

 

 

艦長室にて外川艦長、山崎先任伍長と      激励／懇談 

 

４ 事務局からの連絡 

（１） ボランテｲア保険料の支払いについて 

令和４年１０月から更新したボランティア保険が令和５年９月末で満期（１年）を 

迎えます。各県家族会の保険料支払いにつきましては、事務局からの「保険料請求の

ご案内」が、お手元に届き、確認を頂いた後に１０月～１２月の間に支払いをお願い

します。 

（２） 各種希望数の確認について 

下記について要望数をそれぞれの時期までに事務局業務担当の今井へご連絡下さい。 

ア 入校・入隊者激励会用「おやばと」(無償配布) 

  入校・入隊者激励会用「おやばと２月号」希望数を１１月３０日(木)まで 

  イ 北方領土返還要求署名用紙 

    令和６年度希望数 を １１月３０日(木) まで 

（３）令和５年度「活動状況等調査」の提出について 

既に家族会本第 19 号(令和 5 年 4月 14 日)にて令和 5 年 11 月１日(水)を提出期限 

としてお願いしております。あと２か月余りですが、提出の程よろしくお願い致しま

す。 

以上 


